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京都信用金庫

効 　 果課 　 題

•　�事務処理を「本部集中化」するために本
支店でリアルタイムな情報共有を実現した

•　�本部・営業店の情報連携が進み業務プ
ロセスが変わったことで、作業時間を大
幅に削減でき、営業店では顧客対応の時
間を増やせるようになった

•　�本部のベテラン職員のアドバイスやノウ
ハウが、営業店の若手社員に伝達しやす
くなった

•　�Excel や CSV 形 式 で 出 力 可 能 な
MotionBoardを導入し、現場で欲しい
データを簡単にダウンロードできる環境
を整備

•　�「格付進捗管理システム」「融資期限管理
システム」などの複数の業務システムを
短期間で開発

•　�現場から多数寄せられるシステム開発
ニーズに対し、内製で対応することに手
間と時間がかかっていた

•　�現場で簡単に欲しいデータを取り出せる
仕組みを求めていた

•　�作業をシステム化することで業務の標準
化と効率化を目指していた

解決策・導入ポイント

本部と営業店の連携強化で月間約300時間の作業工数を削減
システム内製化によるDX推進で、現場での業務改革スピードをアップ

金融・保険

地域発展のために新しい時代のコミュニティ・バンクを目指している京都信用金庫。同庫では、ウイング
アークのBIツール「MotionBoard」を使い、格付進捗管理や融資期限管理など多くの業務システムを開発
し、DXを推進している。これにより、本部と営業店で最新情報を共有できるようになり、作業の標準化や
スピードアップにつながった。システム化で本部のノウハウの継承にも役立っている。

業務のシステム化で必要なノウハウを若手に伝承



「格付進捗管理」ボード画面　※サンプルデータを使用
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カードローンの期限管理を行うボード画面　※サンプルデータを使用
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京都信用金庫では、かねてよりデータ活用

を進めるべくBIツールの導入を検討していた。

本部各部署の担当者が必要とするデータがあっ

た際に、システム部門である事務統括部を介さ

ずに、担当者自身でデータを活用できる仕組み

を構築したいというニーズがあったからだ。

2020年、単なる可視化ツールというだけで

なく、ユーザーが直接データを更新できるとい

う点を高く評価してMotionBoardを導入した。

また、事務統括部には業務部門から数多くの

システム開発への要請が寄せられるが、「作り

たいが時間がかかる。作ってもすぐに陳腐化す

る」というジレンマを解決でき、現場に即したシ

ステムを短期間で作れることもMotionBoard

採用の大きな理由だった。

実際、導入直後に、「格付進捗管理システム」

を開発してほしいという要望が寄せられたが、

MotionBoardを使って短期間で開発すること

ができた。格付業務は本部と営業店が連携し、

集めて各営業店が独自にExcelで管理してい

たため、可視化して一ヶ所で管理できる仕組み

が必要だった。ダウンロード機能が標準で装備

されているMotionBoardの特長を生かし、各

項目のデータをExcelやCSV形式で簡単にダ

ウンロードできるようにすることで、データ活用

がしやすくなり、全店で月間約300時間の作業

短縮ができた。

京都信用金庫ではこれら以外にも、業務変

革に向けて数多くのシステムをMotionBoard

で開発している。システム部門の開発生産性を

高めることで、現場での業務改革のスピードアッ

プを実現したこうした取り組みは、DXに悩む多

くの企業の参考となるはずだ。

決算書の受取や財務情報の登録依頼、格付申

請など多くのプロセスをこなす必要がある。こ

れまでは、各営業店が独自のフォーマットで記

録していたため確認作業に時間がかかってい

たが、MotionBoardの入力機能を使うことで

双方が迅速に作業・確認できるようになった。

現在、年間約4,000件の格付業務の進捗管理

を本部と営業店が共有できる環境を整え、業

務効率化で顧客対応にも余裕が持てるように

なった。また、アドバイスを記入できる欄も用

意することで、「本部のノウハウを営業店担当

者が学ぶ機会」としても役立っている。

次に開発したのが「融資期限管理システム」

だ。この作業も、従来は帳票などからデータを

MotionBoardで迅速な
業務システムの構築が可能に

〇掲載内容は、2022年8月現在のものです。
〇各製品・サービスの仕様、デザイン等は、改良のため予告なく一部変更することがあります。
〇記載の会社名・製品名等は、弊社および各社の商標または登録商標です。

MotionBoard

ビジネスのあらゆるデータを可視化するBIダッシュボード。
データを必要なカタチで、シンプルに可視化。


